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新 年 度 を 迎 え て の ご 挨 拶 

  会長 黒田 裕子 
 
会員の皆様には常日ごろ大変ご支援いただいています。皆様に支えられ新たな年度を迎えることが出

来ましたことに心より感謝申し上げます。 

 2007年 11月、兵庫県のがん対策推進計画策定にがん患者の意向を反映させる為に、兵庫県で活動す

る 14 のがん患者会及び個人と支援者が結集し、「ひょうごがん患者連絡会」を設立しました。設立の目的

を達成させるために、昨年度も兵庫県疾病対策課との話し合いを積み重ねてまいりました。また、受診率

向上のために、各市町村に出向い患者自身が講話をさせていただくことで、受診の重要性を説明しご理

解していただくためのサポートを実践しました。 

患者会ピアサポーターの相談支援センターへの派遣についても今年度の事業として成立することを願

っています。 

また、兵庫県での活動の現状を全国にも知っていただくためのひとつとして、がん政策サミットにも参画

し、他府県の現状をも学ぶことで更に当連絡会も成熟させることとなりました。また、今年度は、神戸市が

ん対策推進条例が成立し、市はがん対策を進めるにあたり「神戸市がん対策推進懇話会」を設立して、当

連絡会も委員として参画させていただくことが決定いたしました。がん患者団体として、患者の生の声を発

信できることは喜ばしいことであります。患者の生の声を反映させることで、問題としていることが解決でき

る機会としていきたいと考えています。 

今、思うことは、患者・家族達が納得のゆく治療環境及びシステムの構築などの改善に力を注いでいき

たいということです。社会情勢とともに当団体も声を大にし、患者発の声を発信していきましょう。 

患者が共通して抱えている問題のひとつとして、就労の問題があります。この問題については、兵庫県

も今年度の事業として、力を注いでくださることになっています。今後、企業とコラボし懇談会なども設ける

ことが出来ればと考えています。 

今年度の大きな事業としては、近畿 2 府 4 県が集合し、それぞれの現状を話し合い今後の医療環境・

システムなどの構築に向けて患者・行政が一体となって話し合う「フォーラム」を開催します。皆様のお力

を更に注いでいただきながら、今年度も患者の手によって問題解決に向け政策提言・提案ができたらと考

えます。今後とも更なるお力添えを宜しくお願い致します。 

 

以  上 
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平成 26 年度の活動を進めるにあたって 

                             副会長 山本宗男 （肝炎友の会兵庫支部会長） 

 2014 年度のひょうごがん患者連絡会の事業計画が決まりました。どれも納得の出来る計画で良いと思

います。 

私自身が、兵庫県のがんに関連する全体的な仕組みについて、もうひとつ分かっていないので、例え

ば大阪府の仕組みと比較が出来ません。全体を俯瞰せずに、個々のアイテムに目が行ってしまいます。

全体的な仕組みを勉強していきます。 

私自身（行政との協同グループ）にとって、本年度は次が大変重要な事項と考えています。 

兵庫県で重要なことは、肝がんと肺がんの死亡率が全国平均より悪く、前者はワースト 13 位、後者は

ワースト 7 位で改善を要することです。改善率は前者はベスト 15 位、後者はワースト 6 位です。喫煙率は

ベスト 8位です。検診率はどの部位もワースト 9位以下で、肺はワースト 6位です。肺がんについて、県は

何故兵庫県が悪いのか不明とのことです。 

肺がんの死亡者数は全てのがんの中でトップです。兵庫県のがん検診率向上の方法を探ることと並行

して、肺がんの死亡率改善方法を探ることが重要かと考えます。 

 もうひとつ本年度で重要なことは、がん条例の制定です。全国 47 都道府県で既に 31 が制定され、近畿

2府 4県では兵庫県のみが未制定です。国のがん議連も全ての都道府県でがん条例を作りたいとの意向

です。今年は、ひょうごがん患者連絡会が頑張って、がん条例制定に道筋をつけなければなりません。 

 最後のひとつは来年 3 月の「がん市民フォーラム」を成功させることです。ひょうごがん患者連絡会の役

員の協力と、背後にいるそれぞれの患者会会員の協力ももらって、実りあるフォーラムにしましょう。 

 

 

 

“ 一歩 一歩 ”              

副会長 伴 智代（神戸骨髄献血の和を広げる会代表） 

  今年度も副会長を担当させて頂くことになりました。昨年度は副会長らしいことが何もできず、大変心

苦しい思いもありますが、皆様のご協力を支えに何かお役にたてたと思えるような年にしたいと思っており

ます。 

  ひょうごがん患者連絡会の活動も年を重ねるたびに、「がんになっても安心して暮らせる社会」の実現

という目的に向かって着実に広がっているような気がします。神戸市ではがん条例ができました。次は兵

庫県でもがん条例の制定に向けて、前進できるよう皆で力を合わせていきたいと考えています。また本年

度は「第一回リレー・フォー・ライフ in 神戸」の共催ということで、がん患者にとって一人じゃないことを確か

められる場、一緒にいることで安心できる大きなピアカウンセリングの場としてこのイベントを是非成功さ

せたいと思っています。そしてピアカウンセリングといえば・・・今年度は、がん拠点病院のがん相談支援

室と連携してひょうごがん患者連絡会がピアサポーターとしてかかわる形で １か所でもがんサロンを立ち

上げることができればうれしいと思います。「がん条例」にしても「がんサロン」にしても、そう簡単にできる

ことではないと思いますが、「あわてない！あせらせない！あきらめない！」をモットーに一歩一歩ひょうご

がん患者連絡会の皆様と力を合わせて、今年度も進んで行きましょう、と言いながら私自身は力不足の

気もしますが、本年もご協力よろしくお願いいたします。 
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ひょうご がん患者連絡会の活動概況を紹介します 
（2014 年４、５月 活動分） 

事 務 局 

2014 年４月 17 日（木）：第 12 回運営委員会を開きました。 

主な決定事項は次の通りである。 

 １、2014 年度事業計画の骨子について確認した。 

 ２、「リﾚー・フォー・ライフ神戸 2014」に対して、共催団体として５万円の寄付を決定した。 
 

2014 年 5 月 16 日（金）～18 日（日）：「がん政策サミット 2014」が開かれ、代表者４名を派遣しました。 

      2009 年から毎年、日本医療政策機構がん政策情報センターの主催で、日本全国の患者団体の代表が集

まって日本国内や海外のがん対策の好事例を学びつつ、がん対策に関する提言を行ってきた「がん政策サ

ミット」が最終年を迎えた。 

      がん政策サミットでは、日本全国のがん患者団体が「がん対策アドボケイトの学びの場」として学び合って 

きた。その結果、なお不十分なところはあるものの都道府県のがん対策は大きく前進したし、７割近くの都道 

府県が「がん対策推進条例」を制定し、六位一体・七位一体でがん政策を活かす素地をつくり上げてきた。 

この度のがん政策サミットには、兵庫県からは健康福祉部参事 味木疾病対策課長が、ひょうごがん患者 

連絡会からは山本副会長以下４名の代表が参加した。 

      席上、「がん政策サミット2014」のテーマ「地域で継続的にがん対策を高め続けられるために」をベースにし

て、今後は「近畿６府県で地域のがん対策を継続的に高め合っていく」ことを、６府県の患者団体代表、行政

機関代表と申し合わせることができた。申合せを具体化していきたい。 

      「がん政策サミット 2014」の内容及び参加者の感想については、次ページに掲載した参加報告書をご覧下

さい。 
 

2014 年 5 月 22 日（木）：兵庫県疾病対策課との話合い、及び「第 6 回ひょうごがん患者連絡会定期総会」を開

きました。 

（１）兵庫県疾病対策課との話合い 

      疾病対策課からは、味木和喜子参事及び４月１日付けで着任された植田勝明がん・難病対策班長に出席

いただいて、第２期「兵庫県がん対策推進計画」の進捗状況と課題に関して話し合った。 

      課題としては、「がん検診受診率向上への取組み」、「在宅医療・介護サービス提供体制充実への取組み」、

及び「がんと診断された時からの緩和ケアの推進」に関して意見交換を行った。最後の緩和ケアに関する数

値目標：「拠点病院入院患者のうち、緩和ケアを受けたことを自覚する人の割合を５０％以上にする」データ

の取り方について患者会案を提案することになった。 

   （２）第 6 回ひょうごがん患者連絡会定期総会 

2014 年度の重点課題を決定した。主なものは次の通りである。 

 １）第 2 期「兵庫県がん対策推進計画」への取組み 

   ⅰ） 「拠点病院相談支援センターへのピアサポーター派遣」の早期実現 

   ⅱ）がん検診重点市町への個別支援チ―ムによる支援の推進 

ⅲ）「がん」に対する基本的な知識、がん検診の重要性に関して、医師等と連携しての市町行政機関及び

学校等での出前講座の開催 

  ⅳ） 「在宅医療地域モデル事業」の充実と拡大 

ⅴ） 「がん総合相談支援センター」設置の推進 

２） 「兵庫県がん対策推進条例」制定への取組み推進 

３）その他 

   「神戸市がん対策推進懇話会」委員として、黒田会長を派遣する。 

 

以   上 
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「がん政策サミット 2014」参加報告 

ゆずりは明石 草 野 郁 子 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 16 日（金）～18 日（日）にベルサール三田（東京都港区）で、第 9 回がん政策サミットが開催されま

した。40都道府県から総勢163人が集まり、兵庫県はひょうごがん患者連絡会から去来川節子、武内務、

山本宗男、草野郁子の 4 人と、兵庫県健康福祉部健康局の味木和喜子疾病対策課長が加わって 5 人で

参加しました。今年のテーマは「六位一体でがん対策を高め続けよう」というもので、六位一体とはがん患

者関係者、医療関係者、議員（政治家）、行政（県・市町村関係者）、民間、メディア関係者の6つの立場が

協働してがん対策、がん政策を考えていくということです。 

 3 日間、厚生労働省、大学教育関係、大学病院、国立がん研究センターなどそれぞれの立場からの内

容の濃い発表がありました。がん対策推進計画改定で新たな課題となった、小児がんやがん患者の就労

問題も取り上げられました。今回のサミットの目標の一つになっていて、何人かの講師が叫ばれていたの

は「六位一体でがん対策の PDCA サイクルに参画する」ということでした。PDCA サイクルは

（plan-do-check-act cycleで、Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Act（改善）の4段階を繰り返すこ

とによって、業務を継続的に改善することです。私共の患者会ではがん対策・政策についてほとんど話し

合う機会はありませんでしたが、今後国の指標、県対策、市町の実施を PDCA サイクルに沿って考えてい

くことが必要と感じました。 

 ところで兵庫県の当面の課題は、がん条例の制定です。全国47都道府県ですでに31制定され、近畿圏

では兵庫県のみが未制定です。一番身近な所で神戸市がん対策推進条例が今年 2 月に制定されました。

条例が制定されると、行政機関の予算が大幅に増して、 

がん対策に関わる担当者も増加するでしょう。患者サロ 

ンやピアサポーターの充実も図れるのではないかと思い 

ます。神戸市の今後の動向に目を向けていきたいと思い 

ます。 

 ところで、今回のサミットが最終回となりました。私は 

この度 3回目の参加でしたが、がん対策推進計画など 

を読むのにやっと慣れたところで終わりになってしまい、 

大変さびしい思いをしております。参加前には時間を 

かけて、必死な思いでした事前提出レポートを作成し 

てきましたが、今では何と懐かしむ気持ちにさえなって 

いるところです。 

                                                  以    上 

 

埴岡日本医療政策機構がん政策情報センター長 
味木兵庫県健康福祉部参事(中央のお二人) 
を囲む ひょうごがん患者連絡会の代表４名 
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関連団体等の公開講座行事予定（2014 年６月、７月） 

 

関連団体等の「がんサロン」予定（2014 年６月、７月） 

主催(TEL)・会費・場所 テーマ・主な内容・講師 日  時 

ゆずりは明石「明石話そう会」 

（078-911-6761 草野）無 料 

兵庫県立がんセンター 1 階 

患者、家族の悩みを分ち合い 

前向いて生きる寄り添える会を 

  目指しています 

・毎月第 1,3 月曜日 

10：00～12：00 

ゆずりは明石「明石楽しもう会」 

（078-911-6761 草野）３００円 

6/10 明石市立保健センター３階 

6/10 「自力整体法」 

 ・予防医学指導士 藤原寿乃氏 

7/8 「歌声カフェ」 ピアノ：宍戸真理子氏 

６月 10 日（火）、7 月 8日（火） 

   10：00～12：00 

 

ゆずりは淡路「淡路市サロン」 

（090-6734-1275 山本）無 料 

淡路市社会福祉協議会 1 階 

ひとりで悩まないで 

患者さんや家族の方同士で 

話し合いましょう 

・毎月第４金曜日 

   14：00～16：00 

ゆずりは淡路「南あわじ市サロン」 

（090-6734-1275 山本）無 料 

南あわじ市社会福祉協議会三原支部 

ひとりで悩まないで 

患者さんや家族の方同士で 

話し合いましょう 

・毎月第２水曜日 

   14：00～16：00 

神戸医療ｾﾝﾀｰ「コスモスの会」 

(078-791-0111、内線 460) 無 料 

神戸医療ｾﾝﾀｰ「がん相談支援室」 

・苦しみや悩みなどの気持を 

自由に語り合い支え合いましょう 

・情報交換をして知識を高め合いましょう 

・ 毎月第３水曜日 

14：00～16：00 

淡路医療ｾﾝﾀｰ「菜の花サロン」 

(0799-22-1200) 無 料 

淡路医療ｾﾝﾀｰ 1 階「健康情報ｺｰﾅｰ」 

 どなたでも  

自由に参加されて 

      自由に語り合いましょう 

・ 毎月第３火曜日 

   ９：30～12：00 

だいとうクリニック「花みずき」 

(079-222-6789) 

無 料 

姫路市白銀町中ノ門ｼｬﾎﾟｰﾋﾞﾙ１階 

・患者や家族間のコミュニケーション 

・医療情報の提供   

・療養相談全般 

・インターネット検索・ちょっと休憩 

・サロン：第３火曜 

14：30～16：00 

・絵手紙教室：第 3火曜 

12：00～14：00 

日時・場所 主催(TEL)・会費 テーマ・主な内容・講師 

５月３１日（土） 

13：30～16：30 

いたみホ－ル 

関西労災病院「第 15 回市民講座」 

（06-6416-1221、内 7191） 

無 料 

「がんになった時の為に、知っておいて欲しい事」 

・肺がん、食道・胃がん、乳がん 

・放射線治療、緩和ケア 

６月７日（土）、８日（日） 

14：00～  ～12：00 

震災復興記念：みなとの森公園 

リレー・フォー・ライフ神戸実行委 

（Email：info@rfl-kobe.org） 

募金に協力下さい（申込：不要） 

「リレー・フォー・ライフ神戸 2014」 

“響け神戸に！ がん患者支援の声と足音” 

・リレーウォーク、・キャンドルラン（12 時間走）等 

６月 14 日（土） 

14：00～16：30 

兵庫県民会館 1202 号室 

ゆずりは「公開講座」 

（078-976-5050） 

会員 500 円、一般８００円 

「心に残った患者さんの言葉」 

・宝塚市立病院緩和ケア病棟ﾁｬﾌﾟﾚﾝ 沼野尚美氏 

   ～講演と座談会～ 

７月２日（水） 

16：00～18：00 

県立がんセンター２階大会議室 

ゆずりは明石「公開講座」 

（078-911-6761 草野） 

無 料 

「消化器がんの最近の治療について」 

・県立がんセンター 

         医師・看護師・管理栄養士 

７月 12 日（土）、13 日（日） 

９：00～  ～15：00 

神戸ポートピアホテル 

日本ホスピス・在宅ケア研神戸大会 

（078-976-5050） 

当日申込：6000 円 

「あなたは考えていますか？２０２０年の終の棲家」 

・特別講演：山崎章郎医師、柳田邦夫氏 

・基調講演「少子高齢社会の現状と課題」厚労省 

７月 26 日（土） 

14：30～16：30 

姫路「中ﾉ門ｼｬﾎﾟｰﾋﾞﾙ」４階 

あじさい会「公開講座」 

（0790-32-0594 去来川） 

無 料 

「がんの再発・転移への対応（仮題） 

              ～肺がんの場合～」 

・姫路医療センター院長 望月吉郎医師 
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日  時 行事・会費 テ ー マ・講  師 場  所 

６月３０日（月） 

18：00～20：30 

第 11 回がん患者会 

     研修講座 

「兵庫県がん対策推進条例」制定への

取組みについて 

 

兵庫県民会館 

  ３０１号室 
 20：30～21：30 第２回運営委員会       ―――――――― 

７月１７日（木） 

 18：00～20：30 

第 12 回がん患者会 

   公開研修講座 

「在宅医療“地域モデル事業”の 

        現状と今後について」 

・兵庫県医務課企画調整班 西森班長 

 

兵庫県民会館 

  ３０１号室 

 20：30～21：30 第 3 回運営委員会       ―――――――― 

編 集 後 記 

今月号は「定期総会特別号」として、会長、副会長の今年度の活動に関する抱負などを掲載

しております。 

 ひょうごがん患者連絡会は 7年目を迎えて、その存在と活動が全国的にも認知されるように

なってきました。兵庫県で唯一のがん患者団体連合組織として、県民のみなさまの期待に応え

られる活動を続け、日本のがん対策の改善に努めて、“がん罹患患者数の少ない社会”、“がん

に罹患しても安心して生活の続けられる社会”の実現に貢献したいと考えております。 

会員のみなさま、および行政、医療、報道関係のみなさまには、是非ニューズレターをご一

読いただき、ご意見などお聞かせいただきたく、よろしくお願い致します。 

（ 事務局次長 田村美生夫 ） 

 

 

 

 

 

 

ひょうご がん患者連絡会行事予定（2014年６、７月） 

月） 

このニューズレターは、４団体から応募いただいた編集委員による協議で編集し、会長の査

閲を経て発行しています。 

  ニューズレターは2008年 9月の創刊号以来、奇数月に発行し、ひょうごがん患者連絡会の

活動概要報告及びお知らせページのほかに、文頭に各会員代表の持ち回り執筆文及び寄稿

文を掲載しております。 

この第 35号は「定期総会特別号」として、会長、副会長に執筆頂きました。 

第 36 号からは再び会員の持ち回り執筆と致します。みなさま方には、各会員団体等

の活動状況などをご一読いただきたくお願い致します       （ 事 務 局 ） 

 

 

 

 

 

 

ニューズレターの編集について 
 


